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スペシャルゲスト「ピクリプ」さん 

すてきな音色は秋まつりにぴったりでした 

 

緑の中のあったか空間…はばたけ秋まつり 
10月19日(土)、アクティビティセンターはばたけでは、新しいはばたけとして初となる地域イベント 

「はばたけ秋まつり」を開催しました。模擬店の匂いにつられて、裏のお家の方がフェンス越しに「ちょ 

うだい！」とひょっこり顔を出されたり。ステージでは、近所の児童館で活動されているダンスグループや

お隣の中学校の合唱部などにご出演いただき、フラダンスでは観客席から 

「ママがんばれー」と声援を送るお子さんの声も…。そんなあたたかな時 

間が流れる秋まつりになりました。 

これからも野崎や深大寺といった近隣の小さなコミュニティーのつながりを 

深めるきっかけになるような行事に育てていきたいと思います！ 

ご協力いただいた皆様、ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。 



 

1977 年 12 月 3日

 

 

      

 

障害者権

 

  2006 年

日本でも批

ぶん時間が

続きを済ま

とがある

うですが、

害者基本法

条約批准

 

  私は、障

つだと思

考え方が、

児を分離

来ないので

のように受

の個別支援

めの支援

です。これ

して学校選

だけでな

一つだと思

努力を重ね

 

さて、お

2014 年を

から大人の

の、これま

邁進してま

職員の皆様

 

新しい年

日第 3種郵便物認可

     

権利条約が

年 12 月に国際

批准が承認さ

がかかったと

ませてから国

ようです。

、多くの関係

法」の改正や

にいたったよ

障害児教育に

っていました

、教育の分野

して教育をす

ではないかと

受け入れ、専

援だけでなく

も含まれます

れを原則にし

選択が出来る

く、誤解や偏

思うのです。

ねてほしいと

おおぞら会は

を迎えること

の方々まで、

までの地域で

まいります。

様の頑張りで

も、変わらぬ

可(毎月 18 回 1･2

     

批准されま

際連合で採択

されました。

ということが

国内法の整備

日本は後者の

係団体は国内

や、「障害者

ようです。 

に関する制度

た。ところが

野での基本的

するという日

と思っていま

専門教員やソ

く、健常と言

す）を行って

したうえで学

るというのと

偏見を持つ大

。条約の批准

と思います。

は皆様からの

とが出来まし

、そして認知

での生活を支

。資金面での

でかろうじて

ぬご支援を賜

2･3･5･6･7 の日発行

     

ました 

択された「障

すでに 138

が言えるでし

備を進めてい

の国の一つと

内法を整備し

者虐待防止法

度の整備が済

が、そうでは

的な理念であ

日本の教育の

ました。全て

ソーシャルワ

言われる子ど

ていくという

学校選択が出

とでは大きな

大人にならず

准を契機に、

 

の多くのご支

した。障害の

知症のある高

支える仕事に

の悪戦苦闘が

て支えられて

賜りますよう

2 

行) 2013 年 10 月

     

障害者権利条

8 ヶ国が批准

しょう。国に

いく国々と、

と言えるでし

してから批准

法」や「障害者

済まないこと

はなかったよ

あると国際的

の基本方針の

ての義務教育

ワーカーを配

ども達にも障

う方向を示す

出来るように

な違いがある

ず済むような

この条約に

支援を得て、

ある子ども達

高齢の皆々様

にこれからも

が続きますが

ています。

う心からお願

月 20 日発行ＳＳ

     

条約」が、約

准していまし

によって考え

国内法を整

しょう。国は

准することを

者差別解消法

とが条約批准

ようです。イ

的には考えら

のままではこ

育諸学校に、

配置して必要

障害のある子

すことが条約

にすべきだと

ると思うので

な健常児への

に照らして今

 

達 

様 

も 

が、 

願い申し上げ

ＳＫＰ増刊通巻

   

社会福

理事長

 

約 7 年を経過

したので、日

え方は様々で

整備してから

は早く批准す

を求めていま

法」等々の法

准を遅らせて

インクルージ

られています

この権利条約

障害のある

要な支援（障

子ども達のこ

約の理念に沿

と思うのです

です。将来の

の支援も義務

今後もこの分

げます。 

5590 号はばたけ

福祉法人お

長  西原

過して 2013 年

日本は批准ま

で、先ず条約

ら条約を批准

することを目

ました。その

法整備が行わ

ている大きな

ジョン（包摂

すので、障害

約を批准する

る子ども達を

障害のある子

ことを知って

沿う考え方だ

す。分離教育

の良き理解者

務教育の大き

分野での制度

けだより NO.１２

おおぞら会

原 雄次郎

年 12 月に

までにずい 

約の批准手 

准する国々 

指したよ 

結果、「障

われやっと

要因の一 

摂）という 

害児と健常 

ことは出 

当たり前 

子ども達へ 

もらうた 

だと思うの 

育を原則に 

者を育てる 

な役割の 

度の整備に 

２３ 
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7 年 12 月 3日第

     

皆様お健

昨年も皆

つ増え、野

て参ります

さて、最

ダンスの会

ントがたく

についてご

ブレイク

でした。ご

の皆さんが

かけ下さっ

高齢者と

せんが、若

ても盛り上

さって、頭

生のバイオ

ダンサーさ

「ふるさと

オ体操」、み

やつをいた

    

 

同じ日に

少なかった

どうぞ皆さ

3種郵便物認可(毎

健やかに佳き

皆さまの暖か

野ざきの家も

すので、どう

最近の野ざき

や遠足、12

さんありま

ご報告致しま

ダンスの会

ご縁があって

が「また野ざ

て、今回の

ブレイクダ

いお兄さん

がり、利用

頭を地面につ

リンやボン

んのリード

」などの懐

みんなで身体

だき、足湯

     

福祉まつり

ことがちょ

んもふるっ

毎月 18 回 1･2･3･

き新春をお迎

かなご支援、

もとても賑や

ぞよろしく

きの家の様子

2月はクリス

ました。今回

ます。 

会は、野ざき

てボランティ

ざきの家に行

の２回目が実

ダンス？と一

んたちが大迫

用者さんたち

つけてぐるぐ

ンゴの音も加

ドで一緒に踊

懐かしい歌を

体を動かして

湯を楽しんで

     

など他のイ

ょっと残念で

ってご参加下

5･6･7 の日発行)

迎えの事とお

ご指導をい

やかになって

くお願い申し

子ですが、1

スマス会など

回はブレイク

きの家では実

ィアに来て下

行きたい！」

実現しました

一見不思議な

迫力のダンス

ちも大喜びで

ぐる回転した

加わって、大

踊る一コマも

を大合唱。締

て笑顔いっぱ

でいただいて

     

イベントが重

でしたが…

下さい♪ 

3 

2013 年 10 月 2

お慶び申し上

いただき、あ

て参りました

し上げます。

1 月にブレイ

ど、楽しいイ

クダンスの様

実は２回目の

下さったダン

とわざわざ

た。 

な組み合わせ

スを目の前で

でした。まず

たり、片手で

迫力でした

もありました

締めくくりは

ぱいで会が終

て、楽しいひ

   遠方

に来て

ダンス

と、唱

みんな

り、細

しい時

積み重

笑顔も

重なってしま

いつか第三

20 日発行ＳＳＫ

上げます。

ありがとうご

た。職員一同

 

イク 

イベ 

様子 

の開催 

ンサー 

ざお声 

せに首を傾げ

で見せてくれ

ずはブレイク

で逆立ちをし

。工房時の利

た。それから

はこれまたバ

終わりまし

ひとときを過

方から、貴重

て下さったダ

スだけではな

唱歌の歌詞カ

なで出来るラ

細かな配慮も

時間が持てま

重ねで、わた

も支えられて

まったことも

三弾も実現し

Ｐ増刊通巻 559

ございました

同、初心を忘

げる方もい

れたり、みん

クダンスの基

したりする様

利用者さんも

ら、バイオ

バイオリンの

た。ダンサー

過ごしました

重なお休みを

ダンサーズの

なく音楽も一

カードを作っ

ラジオ体操を

もいただいて

ました。こん

たしたちの支

ているのだな

もあり、外部

したいと思い

90 号はばたけだ

た。利用者

忘れず、今

らっしゃる

んなで歌っ

基本の技を

様子に皆さ

も遊びに来

リンの伴奏

の生演奏に

ーの皆さん

た。 

をさいてボ

の皆さんに

一緒に楽し

ってきて下

を取り入れ

て、本当に

んなご縁や

支援も、利

なと改めて

部からのご

いますので

だより NO.１２３

 

様も少しず

年も頑張っ

かもしれま

たり、とっ

披露して下

ん釘づけ。

てくれて、

で皆さんで

よる「ラジ

と一緒にお

ランティア

感謝です。

めるように

さったり、

て下さった

和やかで楽

お気遣いの

用者さんの

感じました

参加の方が

、その際は

 

ず

下

で

ジ

お

ア

に

楽

の

の

。 

が

は



4 
 

手芸の後はティータイム♪ 

4 名ほどの少人数で行っています。

 程よい大きさに 
切り分けて… 

 「揚げ」 じゃなくて、
 
「焼き」 なんです！ 

人形劇のようす みなさん見入っています。 

1977年 12月3日第3種郵便物認可(毎月１８回1･2･3･5･6･7の日発行)2013年12月20日発行ＳＳＫＰ増刊通巻5590号はばたけだよりＮＯ.１２３ 

 

 
 

秋のイベントシーズン、さまざまな催しで製品販売を行いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 今年は三鷹市役所に、敬老の集いのお祝い品として、工房時のクッキーを採用していただきました。 

その数、なんと2,000個！ 製菓部以外の利用者のみなさん、職員も総出でラベル貼りや袋詰めをしました。 

納品には間に合ったのですが、当日の催しはあいにくの台風のため中止となってしまいました…（品物は後

日、各ご家庭に届けられました）。開所以来はじめての大口注文にてんやわんやでしたが、出来上がった製

品の山を前にして、心地よい充実感が得られました。みなさんお疲れ様でした～！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域とのつながり ～ おもむくカフェ 編 ～

①毎週月曜日のおもむく食堂の定休日を使って、製菓部では 

おもむくカフェを開店しています。美味しいコーヒーとお菓子

でおもてなし、地域の方の憩いの場になればと思っています。

 通常の営業の他に、何かイベントを開きたい… 

ということでボランティアの方のご協力をえて 

「手芸カフェ」を月1回開催しています！ 

（講師は、夢民工房の夢民さんです） 

12月はクリスマス、ミニリースを手作りです！ 

（事務責任者：中野） 

・敬老のつどい 大口受注！

・好評！ 新製品「時の枝」

○9/15 三鷹市敬老祝い（クッキー納品） 

○9/29、10/6、13 国体販売（大沢グラウンド） 

○10/19 はばたけ秋まつり 

○10/20 吉祥寺教会バザー 

○10/27 けやき苑祭り 

○11/3 三鷹社協バザー、弘済園祭り  

夏から販売を開始した製麺部の製品「時の枝」が、各方面

でご好評をいただいております！企画から 1年以上かけて

試作を重ねた結果がようやく実を結んで、製麺部の面々は

とても喜んでいます。今後もよろしくお願いします！ 

②イベント第二弾は、「おはなしカフェ」です！小さい

お子様も楽しめるよう、人形劇や絵本の読み聞かせをし

ていただきました（講演は、おはなしくらぶさんです）。

地域の児童館や民生委員の方に広報をご協力いただ

き、時やはばたけのメンバーも含めて多くの方にご参加

いただきました。次回も予約の申込が入っています。 

今後は地域の団体様へ店舗スペースをお貸しする等、よ

り多くの交流機会を持ちたいと考えていますので、みな

さまのお問い合わせお待ちしております！ 
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 2

ぐ

 結

 最

の

な

年12月 3日第 3種

表紙でもお伝

はばたけ秋ま

子が伝わるよ

当日に向けて

やアイロンに

や絵の具でダ

     

     

     

     

チーム 8 名

ぐべく、懸命

結果は一般の

最終ランナー

の中、沿道の

なりました！

種郵便物認可(毎月

伝えしたよう

まつり」を開

ような雰囲気

てみんなで準

にミシン…と

ダイナミック

     

     

     

     

名の精鋭選手

命に走りまし

の部 133 チー

ーということ

の声援がひと

！ 

月 18 回 1･2･3･5･

うに、はばた

開催しました

気を作ろうと

準備をしまし

と普段使わな

クに色塗りを

     

← 新製品も

     

     

手がみんなで

した！ 

ーム中、122

ともあり、市

とつになり感

6･7 の日発行) 20

たけでは、地

た。はばたけ

と、てづく

した。会場づ

ない道具にも

を楽しみ、

     

もお披露目！て

     

     

でタスキをつ

2位と 133 位

市長がお出迎

感動のゴール

5 

013 年 12 月 20

地域交流の

けを会場に

りの装飾や催

づくりでは

も挑戦し、

得意な絵を

フルで

  はば

ことに

「チャ

の「は

も手応

「自分

思える

 

てすきの原料で

  11 月

    

つな 

位！ 

迎え 

ルと 

日発行ＳＳＫＰ

行事として

、普段の様

催しを考え

、トンカチ

またペンキ

を描き、普段

あたたかな

たけの活動

合わせ「達

レンジする

はばたけ秋ま

応えのあるも

分たちの手で

る 1 日となり

でつくったスト

24 日(日)、

「工房時＆は

Ｐ増刊通巻 5590

 

 

段の創作活動

な飾りがたく

では、それ

達成感を味わ

」ことを大

まつり」は、

ものになり、

でつくった空

りました。 

トラップです！

、小春日和の

はばたけチー

号はばたけだよ

動の集大成の

くさん出来上

れぞれのペー

わう」「誰か

大切にしてい

その活動の

利用者のみ

空間」を披露

 （管理者

 

の中、三鷹

ーム」が快走

より NO.１２３

のようなカラ

上がりました

ースやできる

とつながる

います。今回

の一環として

みなさんも

露でき誇りに

者 入倉暁子）

の街を 

走しました

ラ

た。 

る 

る」 

回 

て 

に 

） 

！ 
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77 年 12 月 3 日第

     

    

新年明けま

おかげさまで

さて、「あす

たちそれぞれ

ただ職員が意

うことになり

誘導？すると

みが深まると

るようにと考

絵を描く

「バスや電

画材を手渡

ルファベッ

ているバス

号だろう？

謎が解けま

を描いてい

は違うので

別の日に

職員が長方

した。よく

電車になっ

けるのです

第 3 種郵便物認

     

     

ましておめで

で良き新年

すはＫｉｄ

れが自分の好

意識をして

りがちです。

といったこ

といったこ

考えています

時間でのこ

電車の絵が描

渡しました（

トと番号を

を見ながら

」と思いな

した。バス

いたのです。

ですね。そう

こういった

方形の枠を描

見ていると

ていきまし

。すばらし

認可(毎月 18 回 1

      

 

     

でとうござ

を迎えるこ

ｓ」では、

好きなもの

いないと「

。特に「コ

ともあるよ

ともあると

す。 

こと・・・乗

描ければいい

（これも誘導

を描きだしま

ら、描いてい

ながら描いて

スの側面に表

ちゅうもく

いった本人

たこともあり

描いた画用紙

車輪のよう

した！長方形

しいと思いま

「

思

ま

援

1･2･3･5･6･7 の

     

     

います。 

とができま

絵を描く取

、気になっ

こういう絵

ンクールに

うな気がし

思いますが

乗り物が好き

いなあ」と思

導？）。する

ました。窓の

いるようです

ている様子を

表示してある

くしていると

人の感性を大

りました。「夏

紙を渡しまし

うです。また

形から想像力

ます。Ａ君が

絵が上手く

「自分にとっ

思います。一

ます。そうい

援することが

 

6 

日発行)2013 年

     

     

した。本年

取り組みを行

ていること

絵を描いて欲

出す」とい

ます。もち

が、出来るだ

きなＡ君に

思いながら、

と何やらア

の外を走っ

す。「何の番

を見ていると

る、車体番号

ところが僕と

大事にしてい

夏祭り」と

した。すると

た長方形の枠

力が湧いてき

が描いている

く描けるよう

って意味のあ

一人ひとり、

いった子供た

が大事だと思

    

12 月 20 日発行

      

 

年も昨年同様

行っています

等、思い思

欲しい」とい

いった目的が

ちろん上手く

だけ本人の素

 

 

番

と、 

号 

と 

いきたいと思

いった文字

とＡ君は、長

枠の中に四角
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information 

 

                  
 

おおぞら会では、法人内の施設で 

働く職員を募集しています。 

 

 

● 工房 時 

・障がい者支援員（施設での日中活動支援）     契約職員 1名(フルタイム) 

 

● つなぐなかまの家（障がい者ケアホーム） 

       ・世話人（障がい者の生活支援・食事提供・夜間見守り） 契約職員 1 名（フルタイム） 

 

● 野ざきの家（高齢者居宅介護） 

 ・介護支援員（高齢者の介護・日中活動支援など）   契約職員 1名（フルタイム） 

 

 

   

実務経験者・有資格者(社会福祉士・ガイドヘルパー養成研修修了者・ヘルパー2 級など) 歓迎 

そのほか、詳しい求人条件等のお問い合わせはハローワーク またはこちらまで… 

  

 
《 お問い合わせ 》 

TEL：０４２２‐３０‐５５７１ （ 法人本部：三浦 ）
 

社会福祉法人おおぞら会 
・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ（生活介護事業）          三鷹市野崎 3-17-9   tel 0422-32-3234 

・工房 時（就労移行事業･就労継続 B型）            三鷹市野崎 2-6-41     tel 0422-30-5571 

・野ざきの家（小規模多機能型居宅介護事業）          三鷹市野崎 2-6-41    tel 0422-30-5575 

・サポートネットあすは（移動支援[居宅介護]事業）     武蔵野市八幡町 1-6-1  tel 0422-36-5151 

・あすは Kids（放課後等デイサービス）           武蔵野市八幡町 1-6-1 tel 0422-36-5151 

・ショートステイさくら（短期入所事業）         三鷹市井の頭 4-22-6  tel 0422-32-3234 

・つなぐなかまの家・さくらハイツ（グループホーム・ケアホーム事業）     tel 0422-30-5571(本部)

１９７７年１２月３日第３種郵便物認可(毎月 18 回 1･2･3･5･6･7 の日発行)２０１３年１２月２０日発行ＳＳＫＰ増刊通巻５５９０号はばたけだよりＮＯ.１２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   久しぶりに都心に出た。地下鉄でキョロキョロしながら目的地の六本木に到着。おのぼりさん状態である。はばたけのあ

る多摩地域も東京なのだが緑豊かで空も広い。ビルが立ち並ぶ都心は私からすると「TOKYO」であり異空間だ。動き続ける

街に人酔いしすぐに帰りたい衝動に駆られた。というものの、大学時代に住んでいた路線バスもない田舎町は心休まるが

なにか物足りなく感じた。以前、都心育ちの友人は「私はビルの中に帰ってくるとほっとする」と話していた。どこであ

れ生まれ育った環境がしっくりくるのかもしれない。住めば都という言葉もあるが、住み慣れた場所や空気感に回帰する

気持ちはいつまでもあるものだろう。施設に勤めてきた中で、「ここで暮らしたい」というご本人の思いを知りつつも、そ

れぞれの事情で送り出さなくてはならない場面を何度か経験してきた。そんな苦い記憶が帰りの電車でふとよぎった。誰

もが持つささやかな願いや自由も、障がいのある人たちにとっては依然大きなハードルだ。    （いりくらあきこ） 
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